


















ている 絞tJ:.ムコ~納付.: (AMPS) はその r~:1の1Jif'îの l nX;
うよもよ七絞的研究の進んでいる成分である.その構造，分
{riなどにi対する勾fI見は Mcyer …門の業績{こよるところ






























本論文の姿l':'l~土資~22阪!日本fお料保存学会(1967主i三 2 月 261:1 大
阪)において発淡した，
が大昔li分であり，しかも， (il};rJキ1織がJ忠との閃述について
は一定の見解が1~ られていない131 他方， AMPS，ζ闘す
る生化学的研先では， Schultz-Haudtら141が人脳内から多
総体をお1I1jし，その組織化学的染色性を検討した報告，お




































歯槽粘膜および儲肉は， ~らぬ材料 3g を 0.005M 塩自主シ
ステインおよび 0.005MEDTA・2Naを含む O.lM~I!i自主
緩衝液 pH5.5151， 60ml に浮遊させ，パパイン (E.Merck 
AG) 60mgを加えて 600C，24時間振滋消化した.ついで，
4N NaOHで pHを7.8tこし， トリプシン (E. Merck 
























合わせて 0.035MNaCl IDii分とした.ついで洗j査は O.4M





2) 1.2M NaCl f1lJi包郵分 (Fr.II)のエタノーノレ分磁
上記抽出実験3田分の，すなわち，歯槽粘膜および歯肉
は9g，歯根肢は歯牙重量 600gから得られた Fr.I を合




























0.5M NaCl Fr. 
Fr. (Fl'. I) 2.1M Fr. 
エタノーJレ分断
川 FrmFr 内 Fr
DEAE Sephadex DEAE Scphadex 
1.25M↓cl-i Li--icl Fr 1捌 Lac-15MLaC前










O.4M l'、JaCl抽出磁分 (Fr.1)の精製のため，また Fr.II
の3096関i分 (Fr.II30)ならびに5596随分 (Fr.II55)を
さらに分節するために， Schmidtの方法171(ζ従って笑施し
かただし，カラムは Cl- 型 DEAE・.SephadexA綱25
(pharmacia， Sweden) 1.5 x 25cmとし，また Fr.II30お
よび Fr.II 55の分間のためには，樹脂を 0.01NHClを
0.5M NaClで平衡させ，いずれも 0.01NHC!を合
1.0M， 1.25M， 1.5M および 2.0MNaCl各 30mlで
し， 5m!ずつ分取した.
4.分析方法






3) ヘキソサミン:4N HC!， 100oC， 15時間1管中で加




4) 硫絞:4N HC!， 100oC， 15時間加水分解後 Do-
dgcsonらのベンチヂン法231iとよって定量した.
5) ヘキソサミンのペーパークロ?トグラフィー:各
AMPS 由i分を 4NHC!，100oC， 15時間加水分解した後，
Boasの方法21)によりヘキソサミン間分を得た. これを乾











ゼ (360USP units/mg， Sigma Chemical Co.)の静索作
用により AMPSの受ける変化を i)Silbertの方法261!こ
より分子震の低下を指採として検討した.ただし， Sepha-



























総級 19当りの A抗PSとしてのウロン酸蚤は 0.4M
NaCl四分 (Fr.りでは歯槽粘膜と歯肉との隠lζ箸差はな
いが， 1.2M NaC!国分 (Fr.II)では，歯肉においては歯
村1*1;)央の 2倍以上であった.Schillerら151によれば Fr.1 




























NaCI Concentration (M) 
0.035 0.4 (Fr.1) 1.2 (Fr.II) 2.1 Fr.1/Fr.I 
歯相l 粘膜キ 0.49土0.03 0.90:10.03 0.35:10.05 0.01 2 57 
樹 内本 0.47土0.02 0.67土0.08 0.83:10.07 0.02 0.81 
歯 』艮 l民十 0.80:10.06 0.55:10.03 1.24土0.15 0.05 0.44 
表 3






表4 コンドロ イチン硫酸画分のエタノ ーノレ分画
Ethano1 Concentration (労)









つぎに， Fr 1および FrIIの対ヒドロキシプロリン比
(96)をヒストグラムとして図 1に示した.








































それによると， Fr. 1の対ヒドロキシプロリン比は 3組
織間で差異が少ないのに反して，Fr. Iのそれは差異が大
である.すなわち，単位ヒドロキシプロリン重量当りの含
量としてみれば 3組織聞の Fr.1/Fr. II比の差異は，主
として ChS画分の差による乙とになる.幽周組織の Fr.
Iの対ヒドロキシプロ リン比は，i沼地粘膜のそれに比して
著しく高く，幽肉では 2.5-3.3倍，1;狼l肢では 3.4-4 
倍であった.











(;J:， Fr.I 20 : Fr.II 55が 1: 1， Fr.I 30はそれぞれ
の%以下という組成であった.i!生|根JI英では Fr.I 55が主
成分で， Fr.I 20および Fr.I30は，いずれもその弘以
下でおよそ 1: tの割合であった.
後の同定結果によると， Fr.I 20は ChS-B，Fr.IJ 30 
はChS-B と少量のへパリチン硫酸， Fr.I 55は ChS-A
とChS-Cであることが解ったので，その結果をもとにす
ると， ChS画分の中ではilsr槽粘膜でtは ChS-B が，歯根
膜では ChS-AとChS-Cの混在成分が主成分であり，歯
肉は両者の中間の組成を示しているといえる.
4. Fr. 1 30および Fr.1I55のDEAE・Sephadex
A・25カラムク ロマ卜グラフィー
セルロースアセテート膜電気泳lIl:lJ1rよると，粗 AMPS
および CPC分画法による Fr.I においては僅かに認めら
れていたのであるが，エタ ノー ノレ分画法により得た Fr.II 
30では HAIζ相当するバン ドと ChSに相当するバン
ドの中閣の移動度を示すノミンドが顕著に認められるように
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一 同胃 帽 l押帽'曹 回..~..府崎 両v掛島神岡田
図 3 エタノーノレ分画後の Fr.IIのセノレロー ス
アセテー卜電気泳動像




に対し DEAE-SephadexA-25 によるカ ラムクロ 7 トグ
ラフィーを行なった.その結果， Fr.II 30の場合は 1.25
M NaClで溶出される画分 (Fr.I 30A)と 1.5MNaCl 
で溶出される画分 (Fr.II30B)の2画分に分れた. その
1例を図4に示した.
↓ ↓ ↓ ↓ 






図4 Fr.I， 30の DEAE-SephadexA-25 
カラムクロマトグラフィ
試料 t6mgを 1.5x25cmカラムlζ添加し，
段階的溶I~" を行ない Sml づっ分取した .
AMPS量はカノレノミゾノレ 反応により定量し
た.
これらの画分は， 電気泳動法によると， Fr.I 30B は





んど除外された.また， Fr.II 55の場合も 1.25MNaCl 




Fr. 1 にはなお蛋白質などの混在が考えられたので， 0.5 
M ili!，m夜緩衝液 (pH4.5) Iζ溶解し，乙れと等量のクロロホ
ノレムー アミー ノレアノレコー ノレ (1: 1)を加えて振還した後，
遠沈してケ‘jレ状変性物を除く操作2引を変性物がなくなるま
で繰返した.ついで，乙の溶液を脱樋7J<1ζ対して十分透析










;ー- ・. Fr. 1 'l. 
1: 11 Fr. II 20 
ト11131守 Fr. II 30A 
r.'C :!ot・Fr. II 30B 
:yl H ~; Fr. II 55A 
‘ 盛





以上のζとく， CPC分画， エタノ ーノレ分間，ならびに
DEAE.Sephadex A-25カラムクロマ トグラ フィーによっ
て得られた6画分 (Fr.1， Fr.II 20， Fr.II 30A， Fr.II 30B， 






示 した.いずれの画分もトノレイジ ンブルーによりメタ クロ
ChS-A "7ジーを示し，赤紫に染色された.
いずれの緩衝1仰とおいても Fr.II20， Fr.II 30B， Fr.I 
ChS-C 55Bはほぼ同じ移動度を示し，最も陽極側lζ泳l])}Jされた.
Heparin 
図 5 AMPS画分の セノレロースアセテ 卜ー電気
泳劾(象





Fr. II 20 
Fr. II 30A 
Fr. II 30B 
Fr. II 55A 
← 一ー




図 6 AMPS 画分のセノレロースアセテー卜電気
泳動像






















を受け， メタク ロ7 ジ一能を失った乙とを意味する.
乙れら二つの成績により検討した結果，Fr. 1および




3) ヘキソサミンのぺーノマークロ7 トグラ フィー
























Fr. 1のヒアルロニダーゼi!if己主主の ScphadexG-75 ケツレカラムからの i?~ iJ'1
ノfタ…ン
反応キ1成:0.2M NaCl 却10.lM~I\絞綬j;fij波 1ml ， Fr. 1 1mg， 
































































700 600 500 
図8
キソサミンはほぼ 1:1で HAの分析fil1(こ一致した.Fr. 
I 20および Fr.II30B は，ヘキソサミンに比してウロ
ン絞の依が相当に小さいこと， ヒアノレロニダ…ゼ非消化性






































あることがわかった. また， Fr.II 55B は ChS-A と


























て， Fr. 1 I立HA，Fr. II 20と Fr.II 30Bの大部分は




て ChSの大部分を)1め，歯肉では， HA， ChS-B，および
ChふA& ChS-Cがほぼ同じ割合に存在し，また，訟根




















? ? ? ?
Fr. I 



































ら， i千n段階として， Schi1erらの CPC分商法15を3回
試み，それぞれの爾分の定:廷を行なった後に3四分のChS









あるところからヒアルロン酸であるといえる. Fr. I 20， 
Fr. I 30B， Fr. II 55A， Fr. I 55Bはガラクトサミン
および硫自主を含むので，全てコンドロイチン硫酸であるが，
Fr. I 20はカJレパゾー ル反応!とよるウロン民主{憶がヘキソ
サミン般の%と低いこと， ヒアjレロニダーゼコド消化性であ
るζとなどから ChS-Bであり41，Fr. I 30Bもi司じよ
うな性質Z告示すと ζろから大部分は ChS-Bであるが，少





移動皮が小さく，また， Fr. I 55Aは硫酸{肢が相当小さ
265 
いようである.Mathews4l!とよれば， ChS“A， ChS-Cの
pK' は同値であり， ChS-Bのそれよりノj¥さいので， pH3 







ζ とが指摘されている叫ので， Fr.II 55A， Fr.II 55Bの
2磁分は，一応 ChS…AとChS-Cの混合物であると判定










実験でも完全な分自Ir.はできなかったが， -，Ls¥ HA， ChS-A， 
ChS-B， ChS-C， へパりチン硫般を同定できたといえよ
っ.
AMPS は， トノレイジンフソレー ， アノレシアンブルーなど
の境蒸性色系によるメタクロマジ一法，コロイド欽法など
によって組織化学的に検出される45) 森461は，人歯肉にお























Schultz幽Haudt ら 7) が人の I~~ì肉で報fきした結采とほぼ一致





















CPC分i可による 0.4MNaCI TITi分 (HA)と1.2MNaCI 
TITi分 (ChS)の構成比が， 組織により奥なることは注臼!こ
似する.すなわち，ウロン絞によって定泣した滋合，市十J1
1i艇では HAが ChSの2倍以上であるのに反し， I羽根i没
でほ HAが ChSの%以下と少い.そして，的内!とおける




をさらにヱタノ…jレ分間iすると， ChS司 BjiTij分 (2096およ
び3096間分)， ChS-A & ChS心問分 (55労額分)ともにi'fi
榊も\iJ股より I~~ 内!と多く，とくに ChS-A& ChS-C i1lii分は約
3倍であったνそして， ChSの構成比をみると， ilr f¥Ul *， ~i JJ~i 
では ChS-Bが主成分であるのに反し，前線!段では ChS-




13.7mg， J~:H.良J[英では 7.5mg となるので， HAと ChSの志
位比率をみることができる.30%関分ば大部分 ChS-Bと
考えられるので， Iお;子'IfiJ9iのHA:ChS-Bはおよそ 2:1と




は若い皮fl~ と{以た AMPS 構成を示すものと考えられる.
j';kj根肢は， ChS-A & ChS…C および ChS…Bを主要な成
分として合み， HAを第 3成分とするJえでは， Meyerの
分類による groupV の結合組織である!比心絞弁校など
と相似している 1) が，術総Jl交の機1j~構造からみてよく J'll解
できる.また， {~_~i 内{ま被獲高I.l織としての性絡と，籾;i? とし








2. AMPSを CPC とより分部lし， カルパゾーノレ反応
によって定泣すると， N~肉の ChS ;!;"ilば1¥:1干¥:!fI1iW'iの2倍
以上であった.また， HA(ChS 比ばj'jM:l!í 名~i肢はで 2 以上
であり， -N~i"駁j院では%以下であった.山内ばその riJ 閤の!誌
を示した.単位ヒドロキシプロリン ~II) の致では， HAの
それは祁絞聞で2査が小さく ChS のそれば~奥が大であ
った.すなわち，後者ばm燃料i肢に比して， 1如何では 2.5
-3.3 I(!，'，尚一 tl~ Jl9iでほ 3.4 -4 1'iの苅さを示した.
3. ChS阿分をさらにエタノー/レ分間すると， 街中l!f:li




により，さらに 2 問分を得て i苛定した紡ヌ~，いずれの組織
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